
５ 達成目標及び評価の観点
めざす学校像 めざす生徒像

○故郷である釧路はもちろん、社会の幅広い分野において ○知的能力はもちろん、しなやかな精神と逞しい体を併せ

リーダーとなり得る人材を輩出する学校 持った生徒

○ＳＳＨや医進類型等の取組の特色を生かし、多様な学習 ○主体的に目標を設定し、計画の立案と遂行を自分自身で

内容を通じて各生徒が自己の長所を伸ばし、自らの可能 コントロールできる生徒

性を発見できる学校 ○挑戦することに前向きであり、失敗しても再び挑戦しよ

○きめ細かな指導を通じて、生徒が主体的かつ前向きに進 うとする意欲を持つ生徒

路選択を行い、最後まで挑戦する学校 ○「文武両道」という本校の伝統を理解し、その意義を自

○特別活動や部活動を通じて、すべての生徒が自ら努力す ら体現しようとする生徒

ることや他者と協力することの価値を学ぶ学校 ○旺盛な知的好奇心を持ち、深く探求しようとする生徒。

○保護者・地域との連携を強化し、生徒の様々な挑戦を多

角的に支援する学校

領域 対象 中期目標 今年度の目標 目標達成のための評価の観点

教 学習 １ アクティブ・ラーニング １ 授業研究ＷＧを中心とした全校 １ 校内研修の更なる推進と、他校への

育 指導 を中心にした授業改善 体制による授業研究と発信の推進 発信と援助

目 ２ ＳＳＨや医進類型等の成 ２ ＳＳＨ２期目の着実なスタート ２ 学校設定教科・科目の充実とＥプラ

標 果の学校全体への定着 と普通科での取組の充実 ンへの生徒の積極的な取組
３ 新学習指導要領を見通し ３ 校外研修の実施と校内への確実 ３ 大きな変化が予想される、地歴公民

た学習指導の研究と改善 な情報の環流 の科目や理数探究を中心にした研究

４ 生徒の主体的な学習を強 ４ 進路指導と連携した現状分析と ４ 分掌・教科・学年が連携した検討の

化する指導のあり方の研究 指導のあり方の検討 実施

生徒 １ 生徒の心に届く生徒指導 １ 生徒に考えさせる指導を通じた １ 禁止に留まらない、考えて判断させ

指導 の実施 未然防止の取組 る取組の推進

２ 生徒の人権感覚・自己肯 ２ 他者を尊重し、いじめを許さな ２ いじめ防止をはじめとする人権感覚

定感と他者尊重の意識の い態度の育成 及びネットリテラシーの望ましい定着

伸長

３ 特別活動・部活動を通じ ３ 「文武両道」を基本とする中で ３ 生徒の主体的活動と時間の有効活用

た成功・失敗体験と協働の の、各種活動の推進 による質の向上

喜びの獲得

進路 １ 進路指導理念の浸透を目 １ ３年間を見通した進路計画と進 １ １・２学年における指導のあり方に

指導 指した生徒・保護者との対 路情報の適切な発信及び二者・三 関する全校的な検討と取組及び保護者

話の継続 者面談の効果的な実施 の理解形成に向けた取組の継続

２ 目標達成を目指す生徒集 ２ クラス・学年を超えた望ましい ２ 個と集団としてのそれぞれの望まし

団の形成と、努力を当たり 相互刺激を目指す取組と学習集団 いあり方を導く指導の実施

前とする雰囲気の醸成 の形成

３ 大学入試に関する大きな ３ 新たに導入する思考力を判定し ３ テスト結果の活用状況の分析と、次

変化の確実な理解と対策 育成するためのテストの活用に 年度に向けた全校的な検討
ついて、全職員で検討する。

健康 １ 学校生活に困難を抱える １ 保健部と学年が連携した多角的 １ 職員全体での情報共有と外部機関と

安全 生徒の早期発見と組織的対 な生徒情報の収集と生徒・保護者 の効果的・継続的な連携

指導 応 への適切な支援

２ 釧路の地域特性を踏まえ ２ 防災・減災を踏まえたマニュア ２ 防災計画・危機管理マニュアルの点

た、自然災害に対する危機 ルの点検と訓練の改善 検と効果的な訓練に向けた改善

管理体制の徹底

学 信頼 １ 適切な学校評価と着実な １ 評価項目の重点化とスケジュー １ 重点を絞った評価項目の設定と学校

校 され 改善 ルを定めた改善の実施 課題の明確化

運 る学 ２ 地域との様々な連携の広 ２ 部活動の地域参加に対する支援 ２ 生徒の負担にも配慮しながら、幅広

営 校づ まりと情報発信 やボランティアへの生徒の参加 い地域との連携を模索

くり ３ ＰＴＡ・同窓会との連携 ３ ＰＴＡとの協力に関する検討 ３ 学校祭等でのＰＴＡとの協力による

生徒の活動支援

組織 １ 分掌・担任等の適切な役 １ 学校全体を俯瞰した業務分担と １ 業務分担の固定化を排した分担の推

運営 割分担と協働による職場環 協働体制推進 進

境整備 ２ 分掌間・分掌と学年間の連携強 ２ 部長主任間の連携強化と各構成員へ

２ 職員の情報共有と組織的 化 の確実な情報伝達

な業務遂行による効率化

教職 １ 授業改善に向けた研修の １ 実効性ある校内研修の確立と積 １ 継続されるＳＣＲＵＭの取組の一層

員の 継続と実践 極的な校外研修 の向上と情報発信の継続

資質 ２ 教育相談や発達障害に関 ２ 保健部による研修の推進と学校 ２ 保健部を中心とした校外研修と職員

向上 する全職員のスキルアップ 全体への還流 への還流


